
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'08） ※無断転載・複製を禁じます  

【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

・介護保険施設では、より良い高いケアが求められてい

る。その中で、利用者の生活の場として、一人ひとり

にあった介護を目指して考え実行してきた。 

<具体的な取り組み> 

以下の４点に特に重点を置いて取り組んだ。 

・ 1 褥瘡撲滅！ 

・ 2 廃用症候群予防！ 

・ 3 嚥下困難者への、より良い食事提供！ 

・ 4 統一したケア（情報共有・意見交換）への努力！

<活動の成果と評価> 

1 褥瘡撲滅→写真付の詳しい解説を作り、27 人

分・クッション総数 110 個使用しての、個別の

ポジショニングの徹底。糖尿病・低体力の方の、

褥瘡回復に対応したベッドの開発。 

2 廃用症候群予防→他職種と連携し、クッションを

使用しての早期離床やメリハリのある生活の提供

3 嚥下困難者への、より良い食事提供→口腔内視鏡

検査による、介助方法の変更・医学的なリスクの

検証。訪問歯科医師による、個別の口腔ケア方法・

ケア用品の検討。 

4 統一したケア（情報共有・意見交換）への努力→

意見を書きあう『なんでもノート』の活用。細か

な介助方法の変更や連絡事項を、ＰＣに連動させ、

すぐに呼び出すことが出来、細かなケアまで記録

に残るようにした。 

<今後の課題> 

○ 利用者がその人らしい生活を送れるよう、新たな

ケア等に取り組んで行ける現体制を維持する。 

○ チーム内の不満や葛藤を、その都度対話で解決し

ていく。 

○ 他職種との連携強化による余暇活動の充実・増え

る認知症高齢者への対応・加齢による体力低下へ

の対応。 

○ 個別ケアは無制限。利用者と職員が、お互いに納

得と満足感得られる環境作りを目指す！ 

今回の発表の施設 

またはサービスの 

概要     

（福）浴風会は大正１４年に関東大震災の被災高齢者の援護を目的として設立され

た高齢者保健・医療・福祉の総合施設です。南陽園は昭和46年に開設された特別

養護老人ホームで、利用者254名職員割合は2.4：1平均介護度は4.05 です。 
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